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「ゆきん子舞」における多収栽培のための施肥窒素量と生育のめやす 

［要約］「ゆきん子舞」は、施肥窒素量として基肥７kg/10a、穂肥を幼穂形成期頃に４kg/10a施用

し、出穂 14 日前の穂肥を無施用とすることで 660kg/10a 以上の収量と品質及び食味の安定を

両立できる。また、出穂 14 日前の穂肥を２kg/10a 施用することで玄米タンパク質含有率は増加

するが、720kg/10a 以上の多収を確保できる。 
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［背景・ねらい］ 

需要者ニーズに対応した多収で高品質・良食味の県産米の生産が求められている。しかし、多

収栽培による食味への影響が未解明であることから、収量の確保と品質及び食味の安定を両立さ

せる栽培法を明らかにする必要がある。そこで、業務用に適する水稲品種「ゆきん子舞」の施肥法

を改善し、660kg/10a 以上の収量を得るための施肥のめやすを明らかにする。 

 

［内容］ 

１ 「ゆきん子舞」は、総窒素量 11kg/10a 以上の施用で 660kg/10a 以上の収量が期待できる（図

1）。 

２ 基肥は７kg/10a、穂肥は幼穂形成期頃に４kg/10a 施用し、出穂期 14 日前の２回目穂肥は無

施用とすることで、玄米タンパク質含有率の増加を抑えることができ、食味が安定する（図２）。ま

た、整粒歩合 70％以上を確保できる（図３）。 

３ 穂肥は幼穂形成期頃に４kg/10a施用し、さらに出穂期14日前の２回目穂肥を２kg/10a施用す

ることで 720kg/10a 以上の多収となるが、玄米タンパク質含有率が増加する（図１、２）。 

４ 多収を確保し、高品質・良食味米を生産できる収量構成要素のめやすを表に示す。 

 

［導入効果］ 

「ゆきん子舞」を用いた業務用米等の安定多収生産に寄与する。 

 

［導入対象］ 

「ゆきん子舞」の生産者 

 

［留意点］ 

１ 試験は作物研究センターほ場（細粒質グライ土）で、５月８日に栽植密度18.2株/㎡で移植した。

基肥は塩加リン安（N:P2O5:K2O＝14：14：14）を、穂肥は硫安を用いて実施した。 

２ 多収栽培では、いもち病及び紋枯病や斑点米カメムシの発生が多くなりやすいので、適期に

防除する。 

３ 収量 720kg/10a 以上の多収栽培の場合の生育量及び収量構成要素は、別途発行する「多収

性品種導入マニュアル」（新潟県農林水産部、平成 29 年 12 月）を参照すること 



［具体的データ］ 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

［その他］ 

研究課題名：多収米栽培技術の確立  

予 算 区 分：県単政策（新潟米生産地形成） 

研 究 期 間：平成 26～28 年度 

発表論文等：なし 
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図１ 総施肥窒素量と収量の関係（平成 26

～28 年） 

図２ 10a 当たりの基肥量及び穂肥量に対する

玄米タンパク質含有率と食味の関係（平

成 26～28 年） 

図３ 10a 当たりの基肥量及び穂肥量に対す

る玄米品質の関係（平成 26～28 年） 

注１ 食味官能値は作物研産コシヒカリを基準に評価。 

注２ エラーバーは標準偏差を示す。 

 

注   は現地の結果を示す。 

表 生育量及び収量構成要素のめやす 

(収量 660kg/10a の場合) 

注 エラーバーは標準偏差を示す。 

 

収量
（㎏/10a）

穂数
（本/㎡）

1穂籾数
(粒）

総籾数
(粒/㎡）

登熟歩合
(%)

千粒重
（g）

660 400～440 75～83 33,500 88～90 22.0～22.4

1 回目穂肥４kg／10a 


